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巻頭言
暑いですが頑張って楽し

い合宿にしましょう

合宿役員

実行委員長    高橋 恵

生活委員長    伊藤 芳昭

副生活委員長   戸野倉 英子

実技責任者    高橋 恵  中澤 智  吉川 弘

会計       高橋 恵

食事係      深沢 利恵子

体操       牧野 能治  1年 男子
:

救護       増田 加奈子

班分け

1班  伊藤 斎藤 小野 高橋 戸野倉 増田

2班  中澤 吉川 杉原 兼坂 坂本 深沢

食事当番

。当番は早めに食堂に行
つて配膳をし、食べ終わったら片付けをします。

・ 食事係は、 トランプで席決めをして、準備が
できたらみんなを呼びに

来てください (り つた
んとかなちゃん2人で協力してやつてください)

※注※

。次の日の実技に支障が出るよう
な行動 (例えば、飲み過ぎ、夜更かし)

は慎みましようoケガにも
つながります。遊ぶときは遊ぶ、練習のとき

はきちんと練習する、という
ように、きちんとけじめをつけてくださいね。
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日程表

28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日
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起 床  ・  洗 面 身支度

朝 食 (BREAKFAST)

実技

2

実技

4

実技
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実技
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自由

昼食

昼 食  (LUNCH)

実技

1

実技

″   3

party

実技 6 レク

リエー

ション

実技

9レ ク

夕 食 (SUPPER)

入 浴

v■ deo

meetin≦ 企  画

花火

大会 企  画 自 由 コ ンパ

自 由 時 間 ・ 消 灯



' 94 指導計画夏合宿

7/28(ア :ヽ

午後

Sitna ZbOrenka (40)
Hrvatskaの 復習    (30)
SlavOnian Dances(90)
Pentozalis    (45)

DobrudZa(B

Hrvatska

Ellas

高橋

中澤・高橋

吉川

7/29(笙透

午前

Srbijaの 復習      (30)
Serbian Medley#1(120〕
ポルカターンの練習      (30)

Srbija(J)

高橋

2・ 3年全員

吉川・高橋

午後

ピボットターンの練習    ＼
Scandinavian Polka          ///(120

Dajど Ovo       (60)
subuli         (50)

Sweden

Sever(B)

Phlippines

中澤

伊藤・高橋

7/30(三 L RadomirskO Horo(30)

DzinovskO     (90)

CaballitO Blanco(60)

Sop(B)

Trakija(B)

Mexlco

高橋

西場。高橋

伊藤・坂本

午後 PARTY

7/31(日 :

午前

ワルツターンの練習      (30)
リバースターンの練習    ＼
The Last WaltZ/(120 Amerlca

中澤・高橋

午後 Russiaの 練習     ＼
Hopak        /(110〕 Russla 西場。高橋

8/1(チ1)

午前

Romaniaの 復習      (30)

SCrba Pe Loc    (50)
Kolubarski Vez#2(90)

Muntenia(R

Srbija(J)

高橋

戸野倉

伊藤・坂本

戸野倉

8/2(ゥk)

午前

」ab10ChiCO    (80)
Kalocsai UgrO´ s(90)

レン トラーターンの練習     (30)

Russla

Hungary

吉川・高橋

戸野倉・中澤

吉川・坂本

午後 Zillater Landler(90)
Baba DZurdZa   (60)
後半の復習          (60)

Austrla

Makedonija 中澤



エントランス・
1～4 右足からサンバステ

Subul 1

― Philippines一
～女
1庄パート～

ップで小さく前進。この時、手(腕 )を胸の前で左、右
に振る。

5～8 1～4と 同じことをしながら、正面に向かって、女性右・男性左に来る。
9～10 帽子を右手に持って、右へかざす(ctsl.2),左へ(cts3.4)、前へ(CtSl.2)
かぶる(ct3)。 帽子は内側を見せるようにする。

11～ 12 腰を振り(ひ ざを右左と交互に前に出す)、スカートを持ってゆらす。

・ Fig l・
1～4 右足からのサンバステップ8回で、その場を右回りに1回転する。
この時、手を右左と振る。

5～ 8 1～4を右足から逆回転する。

・Fig 2・
1～2 右足からのミキシングステップで右へ移動。この時、両手を肩の高さで
前方に伸ばし、Ctsl.2で 手のひらを下に向け、cts3.4で下に向ける。

3～4 逆足から逆に繰り返す。
5～8 1～4を繰 り返す。

・Fig 3・
1～2 右足からのミキシングステップで前進 しながら、帽子を取って徐々に前
方に持って行 く。最後クローズする足には体重をおかない。

3～4 左足からのミキシングステップで後退 しながら、徐々に帽子を持って行っ
てかぶる。

5～8  1～ 4に同じ

・Fig 4・
1～2 右足からのサンバステップで前進。この時、帽子を胸の前でハンドルの
ように持って、右、左と振る。

3～4 同じように帽子を動かしながら、サンバステップで後退。
5～8 1～4に 同じだが、ステップを大きくして進む。

・Fig 5・           η
Fig lに 同じ

・Fig 6・
1～2 右足からのミキシングステップで右回りに 1回転する。この時、帽子を
右手で左腰に持つ。最後にクローズする足には体重はおかない。

3～4 1～2を逆に行 う。
5～8  1～ 4に 同じ。
・ファイナル・
1～12 右手に帽子を持って、左右に振りながら右足からのサンバステップ
で退場。

C細かいことは気にせず恥を捨て楽しげに踊ろう !
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Siina ZboFenha

lDobrud Z a―――B a lgarila

Rhllth撤     :  2/4

%sition   i  ベル トホール ド

Record    I  YM-Oo2  , 3--4900  etc

Fig l

l  左足を左ヘステップ(ctl),そ のそばに右足スタンプ (こ t卜 )、左足を

残したまま右足を右ヘステップ (ct2)、 ポーズ(ct卜 )

2  小節 1を繰り返す。
3  左足を左ヘステップ(ctl),そ のそl・fに右足スタンプ(ct卜 )

右足を右ヘステップ(ct2),そ のそばに左足スタンプ(ct卜 )

4  左足を左ヘステップ(ctl),そ のそぱに右足スタンプ(ct卜 )、右足を
やや前にステップ(ct2),右足を前方に鋭くチャグし左足を低く前へ

キック(ct卜 )

5～6  小節 4を繰り返して円心へ進む。
7～8   左足から4歩ゆっくりう凝iF_(ctsl.2.3_4)

Fig 2

1～6  fig lの 小節 1～ 6に同じ。

7  左足をその場でリープし、右足を前方へ上げる (ctl)

右足を   ″     左足を  ″   (ct2)

8  左足を   ″     右足を  ″   (ctl),

右足をその場でリープし (ct2)、そのそばに左足スタンプ (ct卜 )

9～10 小節 7～ 8を くりかえす。

11～12 左足から4歩ゆっくり後退。



Fig 3

1～2  Fig lの だヽ節 1～ 2に同じ。

3～6  左足から8歩ゆっくり前進 (ctsl～8),右足で前へ鋭 くチャグ (ct卜 )
7～10 左足から8歩ゆっくりと後退 (ctsl～ 8)

Fig 4

1～2  Fig lの 増ヽ節 1～ 2に同じ。

3～4  左足から4歩やっくり前進  Otsl～ 4)
5  左足 リープ (ctl)i右足 後ろから前ヘプラッシュ (ct卜 )、
左足ホップ (ct2),右足 斜め左 ううしろにプラッシュ (ct卜 )
6  左足ホップ (ctl),右足 後ろから前ヘプラッシュ(ct卜 )
左足ホップ (ct2),右足ステップ (ct卜 )

7  左、右、左、右 とその場でステップ (ctsi卜 2卜 )、 ただし、最後の右足
ステップと同時に左足を軽くり|く 。

8  左足スタンプと同時に左肩を出す (ctl),左肩を軽 く馨lく (ct卜 )
以上をもう一度 くりかえす(ct2)が 最後は左肩を戻す。

卜12 5～ 8を くりかえす。
13～ 14 左足から4歩ゆっくり後退 (ctsl～ 4)

③フィギアはリーダーのホッパでかゎる。

しチャグ、キックしながら 円心へ進むところがポイントです !

☆Sitmは 易しい の意味。難 しいは KrivO。



S(‐ 12ti i n a v i a rl polka

Sweden

飾ythn  1 2/4

bsition : 男性内憫1のダブルサークル

内ullの 手を連手してLOD向

Part l (ク ラップダンス)             .

1～8  男女とも外側の足よリポルカステップ8回で前進。連手は、後ろ。前に振る。
4～ 16 クローズドポジションになり、4回転しながら前進。

メあいさつ *

17  男性が円外向きのダブルサークルになり、男性バウ、女性は右足を軽くひいてカーティシー。
18  男女とも拍手 3つ (CtSlと 2)
19～2o 小節 17・ 18を縁り返す。

21～22 互いに 右・拍手・左 。拍手 (CISl_2_12)と 手を打つ。
23～24 次にな手同士を互いに打ち合いながらCCWに 1回転 (ctSlと 2)し。スタンプを3回。
25～28 小節 17～20を繰り返す。
29～30 互いに右手の人差し指でパートデ=を 3目指きじ (Ctslと 2)、 同様‐に左手の人差し指で

3目指さす。(CtSlと 2),                1 1     ‐

31～32 小節23～24を繰り返す。

Part 2(ヒ ール アンド トー ボルカ)

卜4  クローズドポジジョンでLODへ男性左足、女性右足からヒール トーポルカを行い(ctslと 2、
1と 2)、 RLODへ も繰り返す(ctslと 2、 1と 2)  .
左足からのヒールト

ニポルカは

左方向に左足ヒールタッチ(ctl〉 右足はその1場でホップ(Ct卜 )、左足 トータッチ(ct2)

右足はその場でホップ(Ct卜 )その後、ポルカステップ(ctslと 2)、

_  根からも軍w雰:tttt藁しそぅに1
5ヽ8  ポルカターンでI′ 0_D方向へつ菌転

=・
         |  . ・  1 :   ′

0～24 づ燎H～8を 2回繰 り導す,1管 載 3回ら ti‐  .,'一 : 、 _ ,‐

,      paF」 ‐3'(イルウ三こジ♯シボルカ)■         .
‐|:`    :       :..  :: '  1 ・11 : 't::｀

´

1～2  最初の隊形から男韓芹足 ,女性右足より3歩 LODへ 前進 し (CtSl.2.1)、 4呼間めにスウィング

(ct2)                        1・

3～4  向きを変えて互いに内額1の■をつなぎ、RLOD方向に同様に行う。
5～6  ′購 1‐ 2を繰り返す。(ただし、4歩めはステップ)

7～8  5歩 目でクEI―ズドポジションたなり、ピボットターンで2回転。
9ヽ24 小節 1～8を 2回燥り返す。(合計 3回 )●



Part 4
卜16 brt ilpDあ いさつを繰 り返す。

Part 5 (キ ック ステップ)

卜2  バルソビアナポジションを組み I′ OD向きで、男女とも左足を前ヘキック (Ctl)、
その足を右足にかけるようにクロス(Ct2)、 右足ホップ(Ct卜 )、 右足よリポルカステップで男性は

女性の後ろを右へ、女性は男性の前を左へ移動(Ctslと 2)。

3～4 小節卜2を右足から同様に行う。
5～8  ポルカステップ4回で前進。
9～24 小節 1～8を 2回繰り返す。(合計 3回 )

Part 6
卜!6 brt lの あいさつを繰 り返す。

Part 7 (ス カンジナビアン ポルカ)

lべ2  互いに向き合い 男性左足。女性右足からLOD方 向ヘスリーステップターンをljい (CtS1 2.1)

拍手 1回 (Ct2)

3～4  RLOD方 向へ同様に逆足から繰り返す。

5   男性左足・女性右足から、互いに近づくように 2歩前進 (ctSl.2)(こ の時 腰はおとす )

6～8  ビボットターンで 3 1pl転する。(シ ョルダーウェス トポジション)

9～24 小節卜8を 2回繰 り返す。 (合計 3回 )

Part 8
卜16  Part lの あいさつを繰り返す。

Part 9
1～ 16  Part lの 4燎m～ 16と 同様。

o特に明記していない場合は、 5指後方で腰に手をあてる。



S f r b a P e L o c

_   (ス ルバ  ペ  ロ ック ) Iuntcnia― Ronlan i a

Source:1979年  東京、京都の特別講習会でHihai David氏 によ る
Rhythm:2/4  Rccordi G y p s y camp V01 1
‐
PositiOn:Tホ ール ドのライン

小節         <Fig。 1>
1～2 右足右 ヘステ ップ(ctl)左 足 その う しろにステ ップ(ct2)右 足右へ
ステ ップ(ct3)左 足キ ック(ct4)

3～4 小節 1～ 2を 逆 足 よ り繰 り返 す
5～ 16 小節 1～ 4を あ と 3回 繰 り返 す

<Fig。 2>
1-2 右足右 ヘステ ップ (ctl)左 足 その う しろにステ ップ (ct2)右 足右へ
ステ ップ(ct3)左 足ス ウィ ング(ct4)

3～4 小節 1～ 2を 逆足 よ り繰 り返す
5～ 16 小節 1～ 4を あ と 3回 繰 り返す

<Fig・ 3>
1～2 Fig。 1の 小 節 1～ 2に 同 じだが、 4呼 間 目は左足を右足前 に夕 |
― ッチ し体を少 し右 に向 ける
3～4 左足前に強くステップ、右足うしろにあげる(ctl)右 足をうしろに
ステップ(ct2)左足左ヘステップ(ct3)右 足前にタッチ、体を少し
左 に向 け る(ct4)

5～6 小節 3～ 4を 逆足 よ り繰 り返す
7～ 16 3～ 6を あ と 2回 半繰 り返す

<Fig・ 4>
1  右足 その場 にステ ップ、左足を左 へ振 り(ctl)左 足を右足ヘ ク リッ

ク (ct2)

2  逆足より繰 り返す
3‐ 右足右ヘステ ップ(ctl)左 足その うしろヘステ ップ(ct2)
4 小節 1と 同 じ



5-8 1～ 4を 逆足よ り繰 り返す    ・
9-32 1ん 8を あと 3回線‐り返す        t

くFig`5>
l   Fig・ 4の 月ヽ 1節 1に 同 じ                   ‐

2  左足をその場にスーテップ(ctl)右足そばにスタンプ(ct2)
3～4  Fig・ 4の 小節 3～ 4に 同 じ
5～8 小節 1～ 4を 逆足より'繰 り返す         ―

9‐32 1～ 8を あと 3回繰 り返す              ‐

※曲名の意味は|「 その場のスルバ」
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Jabloch ●
１ CO

― Russla―

Rhythm  :  2/4拍子

Pisition :  男性内側のダブルサークル

(4歩離れて、手は腰にとる)

1,Walk and Brush

l～4 互いに右手を上げて待つ。 右足より4歩で互いに接近し、 握手で上下

4回振る 。

1～8 男女とも、その場を7歩でCWソ ロターン スタンプ①

l～12        ″       CCW  ″    ″

1～12 ブラッシュステップ 男性 RLOD女 ILLL O Dよ り3往復。

2.1/1e n Slap S010

1～12 男性、スラップステップバリエーションをRLODよ り始めて3往復。

即ち、右足ステップ①、左足を膝の高さで後ろに回し左手で外側
の

ヒールを打つ②、左足ステップ③、右足でステップしつつCCWに

1/2タ ーン④、同じことを左足から行い、CWに 1/2タ ーン⑤～③。

1～12 男性、スラップステップを、6回行いつつ女性の周りをCWに 1回転

する。即ち右足ステップ①、左足ヒールを打つ②、左足ステップ③、

右足ステップ〇、左足ステップ・ホールド④、この間女性は、レスト

ステップを行う。即ち右足ステップ①、左ヒールタッチ②、左足

ステップ③、右ヒールタッチ④。

-1-



3.WOmen Brush solo

l～12 女`性、プラッシュソロをLODよ り3往復行う。この時ブラッシュ    〕

した足と同じ側の手を流す。

1～8 女性、プラッシュステップバリエーション4回で男性の周りをCWに    ‐

1回転する。即ち右足ステップ①、左手を1流 しつつ左足ブラッシュ②、

左足よリステップ2歩③①、左足ステップ・ホール ド④O。

9～ 12 女性、右足より8歩でその場でCWに 1回転する。男性は、この間

レス トステップを行う。

4.Men stamp Solo

l～12 男性、スタンプバ リエーション6回で女性の周りをCWに 1回転する。

即ち右足スタンプ①、左ヒールスタンプ①、左足スタンプ②、右ヒール

スタンプ〇、右足スタンプ③、左足スタンプ〇、右足スタンプ・ホール

ド④O。

1～8 男性、スタンプステップをRLODよ り2往復する。即ち右スタンプ①

左ヒールスタンプ○、左スタンプ②、右ヒールスタンプ〇、右左右と

スタンプしつつCCWに 1/2タ ーン③①④、ホール ド〇、同じことを

右足より行いCWに 1/2タ ーン。

9～ 12 男性、右足より6歩でその場をCWに 1回転。右スタンプ①、左腕を

低く伸ばし、右腕を高く上げ、右ヒールを前にタッチしてポーズ②o

この間女性はレストステップを行うが、男性ポーズと同時に右足を前に

伸ばす。

5.WOmen Extending Step S010

1～4 女性 その場でエクステンディングステップ4回を右足より行う。即ち

右足を重く、膝を上げてステップし左足を伸ばして床から少し上げる①    
｀

左足より左右とすばやくステップ①②、同じことを左足より行う

5～ 12 女性、その場でエクステンディングステップ8回でCWに 1回転する。

-2-                  ′



1～8 木性、エクステディングステップ8回で男性の回りをCWに 1回転する。

9～ 12 女性、バズステップ7回でCWタ ーン、最後のカウント8で男性と

オープンポジションに組む。この間男性はレス トステップを行うが最後の

カウント8でパートナーに近づきオープンポジションに組む。男女とも

外償1の手は肩の高さに保つ。

6.Pas de Basque,
BFuSh S01o and Buzz

l～8 男女とも、右よリパデバ 8回でLOD前 進。

1～12 パデバ 4回でCCWに カップルターン

1～12 上記を繰り返す。

1～12 男女とも、プラッシュステップ6回で 3往復。 (1と 同じ)

男性、 2の前半のスラップンヴァリエーションを行 う。

女性、小さなターンでCWに 1回転。

7.Walking Turn

l～4 男女とも、右足よリグライデイングウォーキング4回で接近。

こ―の時左腕を右腕より高くして腕を伸ばして広げる。

5～8 右足より4歩で後退。手は自然に腰に戻す。

9～12 再びグライディングウォーキング4回で近づき、小さな円を描くように

CWに 回る。(4歩目のとき)腕は外に広げておき、最後に手を腰におく。

8.Russlan Skip,Buzz and Pose

l～6 その場でロシアンバックステプを右足より12回行う。この時男性は、

胸の前で腕を組み、女性は腰に手をおく。

“   7～8 ウォ‐ク4回で接近しハンガリアンターンボジションに組む。

9～12 バズターン 最後のカウントでスタンプして円外を向き、女性は男性の
こ
    右側で右手を上げ。男性は左手を上げてポーズ。
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The Last Waltz
― Amerlca―

Composer iChuck&Manyann Lisie

Rhythm   :3/4拍 子

PositiOn :男 性壁向きのクローズ ドポジション(C.P)

一 Introduction―

1～2  音楽を聞いて待つ。
3  円心に左足をひいてDip(1),ホ ール ド(2.3)
4  右足Recover(1)、 ホすル ド(2.3)

二Part A―

1  男性壁向きのC, Pで左足前ヘステップ(1)右足右横ヘステップ (2)

左足を右足の後ろにクロスする(3)

2  右足をLODヘ ステップスルー(1)左足左横にステップ(2)右足を

左足の後ろにクロスする(3)

3 (キ ャンタ〒)LODへ 左足を横にステップ、右足を左足にDrawし て、

右足に体重を移す  (男性壁向きのC.P)

4  円心へ左足からワルツ小節後退する。

5  男性は右足からワルツ 1小節で前進 (女性は男性の左手の下で 3歩で

CCWに トワール)し て 、RLOD壁 の方向に向きRSCPに なる。

6  RLODに トゥインクルを行いLOD中 央斜めを向いたSCPに なる。

7  男性はワルツ 1ノ 1ヽ節で前進する (そ の間に女性を左回りに男性の前に

連れて行きLOD壁 斜め方向に向いたRSCPに なる)。

8  RSCPで LOD壁 斜め方向に左足からワルツ 1ノlヽ節前進 してLOD向

きのSCPに なる 。



9  男性は右、左、右と小さなステップでヮルツ1小節前進しながら、女性
を Pick Upし て LOD向 きの CPに なる。

Ⅲ
10～ 11 男性左足から2つ の左回りのヮルツターンを行う

(リ バースターン 男性壁向きで終わる)

12  (キ ャンター)LODへ左足を横にステップ(1)右足を左足にDrawし

て右足に体重を移す (2.3)

13  男性が壁向きのCPで左足前にステップ(1)右足右横にステップ(2)

左足を右足の後ろにステップ(3)

14  右足をLODヘ ステップスルー、左足 2歩でManeuverし て

RLOD向 きのCPに なる。

15～ 16 男性左足から2つ の右回りのヮルツターン (男性 LOD 女性RLO

D向

― Part B―

l  CPで LODへ左足前進、右足を右横にステップ左足で recover

2  右足を左足の前にH00kし て、体重を両足にのせて左回りに半回転じ

て体重を右足にのせる。(女性はその場で右、左、右と左回りにターンして

男性の右側に行き、BjO Pに なる。

3  男性はLODへ左足からワルツ 1小節後退し、 3呼間目にターンして

SCPに なる。
4  右足からワルツ1小節で前進

5  SCPで LOD壁斜め方向ヘ トゥインクルを行って、SCPと なる。

6  男性は右、左、右と大きくステップしてRLO向 きのCPに なる。

7～8  男性は左足から2つ の右回りのワルツターンを行ってLODを向く。

_.9～ 16 PartBの 1～ 8小節を繰り返し、男性が壁向きのCPに なる。



― Interlude―

1  男性壁向きの CPで 円心へ左足をひいてDip

2  右足 Recover

一Part C―

1  男性壁向きの B.fly Pで 左ヘバランス

2  男性はその場で右、左、右とステップ (女性は男性の左手の下で左、右、

左と3歩で左まわりにトゥワールしてRSCPに なる)

3  RLOD方 向ヘ トゥウィンクル して LOD向 きの CP

4  女性 を Pick Upし て LOD向 きの CP

5～6  男lLL左足から、2つの左回りのワルツターンを行い、壁向きのCPに な

る。

7～8  両手を取り合い、男性は円心円外(女性は円外円心)ヘワルツバランスを

行い、男性壁向きのLoose― CPに なる

9  男性左足を左横にステップ素早く右足を左足にクローズし左足を左横に

ステップ、右足スルー

10  小節 9を繰り返す。

11  (キ ャンター)PartAの ノlヽ節 3を行う。

12        ″         を繰り返す。

13～16 PartAの 小節 13～ 16を行う

―Tag―

1～5  PartAの ノ
lヽ節 1～ 5の フィギュアを行 い、男性壁向きの CPに なる。

6  LODへ 左足 を横 にステ ップ  RSCPに な って RLODへ 左足 を

ポイ ン ト

構成 (Seguense)

IntroductiOn― A― B― Interlude一 A― B一 C―

B― Tag

参考資料 j朱ネ拳玖ヽ挙 ぶ合牝菅料



opal
― Russla―

この踊りは、ウクライナ人の踊 りに流れる華美と奔放さを代表 している。

ウクライナ系ロシアの代表的ステップパターンによって構成されている。終わり

のベントキックは最も代表的なものである。元来、男性がいろいろな難 しい

ステップを競い合う臓「興的な踊りで、フィギュアの順序は決まっていないが、

ここでは、ヘンリー・ プラス氏の構成 した踊り方を示す。

Phythlll               :  2/4ま 自巧件

Starting 2)sition : バルソビアナポジションLOD向 き

No lntroduction

Fig l(パ ドバスク)

卜16  LODに 左足からのパデバスクステップで左右一 ln」ずつ進む。

男性はパデバスクのリープでアクセントをつけ、女性は控えめに。

Fig 2(タ ッチ。アンド。キック・ステップ)

1～16  右足ホップ、左足のつま先を右足の前にタッチ(ctl),右足再びホップ

左の膝をイ申ばして強くキック (ct2),左右左とランニングステップ

(ct3.4)、 以上を逆足からさらに行い、全部で 8回行 う。

Fig3(ロ シアンポルカ)

1～16  ロシアンポルカステップで左足から16国前進する。冒シアンポルカ

は、リープランランと進むようなステップで床からあまり離れずに行 う。

最初のステップにアクセントをおくが、上下の動きはほとんど無いこと

に注意。



Fig 4〔 ソ轡 ノヾズステップターン)
1～16  体型を解き、パー トナーと向かい合い、右手は能の前 肩の高きぐらい

に曲げて上げ、左手は軽く握って機におく。その場で バズステップで

14呼間CWに 回転する。 2呼 間でスタンプ右左右と3つ。女性は
そのままCW回転を再開するが、男性は左手を上げ CCWに 回転する。
スタンプは、男性 左右左、女性は 右左右。

Fig 5(フ ォーリング ステップ)

1～16  バルソビアナボジションに組み、左足前方にフォール (ctl),右足で

左足を cutし 、左足の膝を伸ばして前に出す (ct2)。  ランニング

ステップ3歩で訪 左と前進 (cts3.4)。 以上を逆足から同様に計 8回

行う。

Fig 6(カ ップル バズ ステップ ターン)

卜16  ハンガリアンターン ポジションに組む。男性の右手は女性の左腰に、

女性の右手は男性の左腰におく (右腰接近 )。 左足ほ斜め上方 45度

ぐらいに上げる。 右足から14呼闘 バズステップでCWに回る。

左足は膝を伸ばして後方に流す。最後の 2呼 FB3で右左右とステップ。

左腰接返の逆のポジションに組みかえ、左足から同様にCCWに

14呼間で回り、2呼間でスタンプ右左右。

Fig 7(F地 2の繰 り返 し)

バル ソビアナポシシ ョンに組み、左右 2回ずつ タッチ アン ド

キ ック ステ ップ。

Fig 8(Elシ アンポルカと女性のスピン)

左手を離 し、男性 LOD,女 性RLODを 向く。男性はFig 3の

ロシアンポルカステップで前進。この時、女`性を2呼間に 1回の割合で

スピンさせる。女性は男性の右手の下を 8回 ロシアンポルカステップ

浚踏みながらCWに回転 しつつ LODに 進む。

1～8

1～8



1～ 8

Fig 9(女 性のスピン)

両手を交差 してとる。男性 ;ま ロシアンポルカステップをその場で

踏みながら (こ の時LOD向 き)女 性をリードして自//1の 回りを

回らせる。即ち、女性ξまロシアンポルカステップ3国でCCWに 1周 し

最後の 1回でつないだ手の下をCCWに 1回転する。以上を もう1度

くりかえす。

Fig 10(プ ッシュ。アウェイ)

男子円外・女子円心向きで向き合い、右手右斜め上、左手は軽く握つて

腰におき、顔はパートナーを見るように左を向く。この体型で自分の

右方向にプッシュステップ 14回 互いにlllれて進む。

プッシェステップの時は身体が右に燿 く。終わりの 2呼闘は 右左右と

スタンプし、この時 両手は腰にとる。

Fig ll(プ ッシュステップとサイ ドジャンプ)

女性は左手を上げ、右手を懸にとり 左方向にプッシュステップ14回

行い、最後の 2呼間で左右左とスタンプ。

男性はLODに サイ ドジャンプを行って戻る。猥『ち、両足でダウンし

て 両腕を胸の前で交差させる (左手が上 )。 右足で蹴るようにして

左方向へ進んで立つ。この時、右足の膝を伸ばして 両手を広げ、掌を

上に向け、左手をやや斜め上方へ上げ、顔は右手方向を向く。以上を

全部で 8回行う。

1～8

1～ 3



Fig 12(ト ー ヒール タ、ッチ キック ステップ )

(男性♪

1～8  覇外向きでパートナーと向き合い、 トー ヒール タッチ キック
ステップを行う。男

:睦は左足のホップと同時に右晦 ヘ トーポイン

ト①、左足ホップと同時に右足前方ヘヒールスタンプ②、左足ホゾプ

と同時 :こ右足 トーを左前にタッチ③、左足ホップと同時に右足を斜め

前方にキックする①.l・l様にして右足ホップしつっ左足で左欄』に行う

⑤～③。 この間に 両手は ①背中で手を合わせる。 ②で前面高い

位置で合わせる。 ③は①と同様。 ④はキックした足の下で、手を

合わせるだけで音は出きない。 全部で右から4回。

(女性 )

1～8  女性は左足ホップと同時に 体を左に向け、右足を前に トーポイントし

左手はひじを曲げて頭の後ろに回し、右子は緩にとる①。 左足ホップ

と同時に右足をヒールポイントし 体の向きを前に戻 し手を逆にかえる。

②。 同様に、右足ホップで右犠」に行う。右左 4回ずつ合計 8 FE3行 う。

Fig 13(プ リシャドカ)

女性はFig 12の ステップを続ける。男性 :まその場でヒールプリシャド

カを行い、男性的な力強さを誇張する。 即ち、両足を横に開き、かかと

で立つ。手は肩の高さで水平、掌は L。 次に、両足ヒールを合わせるか、

少し交差するか lンてしゃがみ両手を交差させる①。再度 両足のかかと

で立つ②。 以上を全部で 8回行う。

Fig 14(ベ ントキック)

(女性 )

1～8  女性はさらにFig 12の ステップ8呼間行 う(計 20回 )。 次の8呼間で

CWにバズステップターンを行う。

(男性)

Fig 13終 了時点でしゃがんでいるのでそのままベントキック。即ち、

右足を鐵るように前に出す。膝はできるだけ伸ばし足先の高く上がるの

が望ましい。右から準めて左右 8回づつ。終わりに右手を頭上に広げ、

左手はバズステップターンを終えた女性に支えてもらうべき前方に出

す。

女性は右手で男性の左手をとり、左手を斜め上に仲ばす。

1～8

■



DI量 醗◎ v tt k◎
Trakija― ―Bら lgarija

プリガリアはトラキア地方のft表的なカップルダンスである。 1978年に

RodokO TOnev氏 によって紹介された、Slivenの 3つの
パリューションを基にして、早大OBの三上 真氏がフィギュアをヵ口え構成した
したものである。

Rhyth協     :   2/4

Records i RadokO T43騰 v TFΠ″等

<基本ステップ>

1  右足ステップだが、左足体重を呼聞初めに残 し、かなり力強いジャンプの
ようになる (ctl)、 右足ホップ (ct2)

2  小節 1を逆足でくりかえす。
3～4  右、左、右、左、とランニングステップ (ctl,2,3,4)だ が、繭進するときは、
1歩目(右足 )に強いアクセントをつけ、体を前燿させてパ トーナー同士で

顔を見合うようにする。

Part l

l～16 男性内黎』のダブルサークルを作 り、プロムナー ドポジションに組み、基本
ステップ4国で LODに 前進する。

PART 2

1～2  基本ステップを踏みながら、男女の位置交挟を行 う。 捩「 ち、連手を引き

合い男性は女性の前を通 り、CWに 1回転 しながら女性は左側に移動する。

(cti.2_3.4)

3～4  その場で4歩踏む

5～8  男女の立場を逆にして ノ1ヽ節 1～ 4を繰 り返す。

9～16 小節 1～ 8を繰 り返すが 最後のランニンングステップ4ぽ歩で男性は

後退するように CCWに 1/4回転 しシングルサークル状になる。



PaFt S
Iヽ4  円′Cかに向かって基本ステップ1図で動進するが、最後ゆ左足ステプー/と     ご

同時に男女とも腕を]|き塩式 円ヽ外を向く。

5～8  1～ 4を町外に向かって繰り返す。                    ・

9～ 16 卜3を繰り返す。

Part 4
1～2  その場でジャンプ(ctl)右ホップ(ct2)ジ ャンプ(ct3)左ホップ(ct4)
R～4  右足から4歩のランニングステップで女性ιま男性のまわりをCCWに
3/4回転する。カップルはLOD向 きになる。

5～12 基本ステップ2回でLODに 前進。
13～ 16 基本ステップ 1回でその場で踏み、左手の連手を解いて カップルは
向かい合う。

Part 5
卜4(女性 )

ジャンプ(ctl)右ホップ(ct2)ジ ャンプ(ct3)左ホップ(ct4)で CWに
1回転 し、7_‐にその場で4歩でランニングステップを踏む。

(男性 )

その場で基本ステップを踏む。

*左手は、女性は腰 四指前方、男性は背中

5～16 小節 1～ 4を後 3回線り返す。(計 4回 )
Part 6

1～4  男女とも両手を腰に取り、右肩 リードで右足ステップ(ctl),ホ ップ(ct2)
左足ステップ(ct3)ホ ップ(ct4)以上で位置交換を行い、その場で4歩
ランニングステップ

5～12 小節 1～ 4を あと2回繰り返す。男性円外、女性円内になる。
18～ 16(女性 )

その場で基本ステップを行うが、■l~手を海の前でぐるぐる回す。(糸巻き)

(男性 )

体の前で抽手(ctl)、 背後で拍手(ct2)再び体の前で拍手(ct3),両手で

両ももをたたく(ct4)。 両手を腰にとリスクワットダウン(cts5。 6),

両足でリカヴァー(cts7.8)



Part 7 ～女性のみ～

1‐4  右足からステップ、ホップ、ステップ、ホップで少し前進 し、その場で4歩
踏む。この時、両手は初めは左鑢に流 して(ctl),強 を描くように斜め上方

に回し(cts2,3)正面にきたらふり下ろす (ct4)ぅ

4歩のランニングステップに合わせて前、後、前、後、と振る(cts5_6.7_8)。

5～8  1～ 4を後退 しながら行 う。両手は初め右機に流 してから行 う。
9～16 1～ 8を繰り返す。

率男性その場で基本ステップ

Part 8

(男性 )

1～4  ジャンプ、右ホップ(ctsl.2),ジ ャンプ、左ホップ(cts3.4)で CWに

1/21El転して円外向きとなり、更にその場で4歩ランニングステップ

5～8  両腕を前方に振り上げ、軽くとび上がる(ctsl_2)。 スクリットダウン

(cts3.4)ス クワットしたまま軽くジャンプ(cts5.6)そ の反動で

図のような姿勢になる。

9～ 10 そのままの姿勢で体を2回上下さす。

11～ 14 体を反転させ、朧立て伏せの姿勢になる(ctsl.2)。

両足を右に振る(cts3.4)。 両足を左に振る(cts5.6).

●l‐足を右に振る(cts7_8)。

15～16 両足を引き寄せる(ctsl.2),両 足で立ち上がる(cts3.4)

(女性 )

1～2  その場で ジャンプ。右ホップ(ctSl,2)、 ジャンプ.左ホップ(cts3_4)

だが偶数カウントの時、体の前で拍手 (両腕を大きく回して経長の楕円を

割議く)

3～16 小節 1～ 2を後 7回繰り返す。 (計 8回 )

ン 嬢

鮮

巌



Part 9

(男性 )

1～2  体の前で拍手(ctl),両手でももをたたく(ct2)、 再び拍手(ct3)

右手で右足のくるぶしをたたく(ct4)

3～4  小節 1～ 2の cts l～ 3を繰 り返し、左手で左足のくるぶしをたたく

(ct4)

5～6  でヽ節 1～ 2を繰り返す。
7‐3  拍手(ctl),左鰤を上げてその下で拍手(Ct2)、 再び拍手 (ct3)、 右騨を

上げてその下で揃手(ct4)

9～14 小節 1～ 6を繰 り返す (D

15～ 16 両手を腰にとり、スクワットダウン(ctsl.2)、両足でリカヴァー(ct3)

ポーズ(ct4)。

(女性 )

1～ 16 Part6のノjヽ節 13～ 16を 4同繰 り返す。 3回 目で前傾させ、4回 目で体を

起こして回してヽヽる両手を頭 れにかざす。

Part 10

1～4  Part6のノ∫ヽ節 1～ 4を行う。 (位置交換 1回で男性円内 。女性円外 )

5～12 brt5の 小節 1～ 4を 2回行 う。

18～ 16(女性 )

両手を腰にとリ ジャンプ 右ホップ、ジャンプ 左ホップ 以 れでCWに

1回転する。その場で ス∵左 右とステップ、/r_足 ヒールスタンプ

(男性 )

Part6の小節 13ヽ 16と 同じ。最後に両手を高く上げてポーズ。



Baba Dtturdtta Ma卜donta
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小 節 PART l

1'夕「
[[tZiス 7えil彙i:ll鷲 |:ド」(挙tii]夕 1鷲「ヽ「矩ゐこちてし

二
2-3  

′
小節 1を くりかえして LOD方 向へ進む

4  3,お
暑足早号夢在長亀T誉危意善て獲∵ズヂ単ウラt馨祭脅二単百上界:幕卑1∫∫I≒こ

なる(CtS 6,7)

5   右膝を曲げて前に上げ、左足をチ子クチェ(CtS.1,2)右足を右ヘステップし、左足を
前に上げる(CtS 3,4)右 足大きめにチェクチェ(CtS 5,6,7)

6   小節 5を逆足より行う

7-8  小節 5～ 6を <り かえす

PART 2

1-4  PART lの 小節 1～ 4と 同様                、

5   PART lの 小節 5の (CtS 5,6,7)で 2回チェクチェ(CtS.5,6,7)

6   小節 5を逆足より行う

・ 7-8  小節 5～ 6を くりかえす

PART 3

1-4  PART lの 小節 1～ 4と 同様

5   左足ホップ (CtS l,2)左 足ホップ (CtS 3)右足その場にステップ (CtS.4)左足を右足
の前ヘステップ (CtS 5)右 足ステップバック(CtS 6,7)

6   小節 5を逆足より行う

7-8  小節 5～ 6を <り かえす

PART 4

1-4  PART lの 小節 1～ 4と 同様

5   左足ホップ、右足の膝より下を左足の前に軽くかけるようにしてスウィング (CtS
l,2)右足右ヘステップ (CtS 3)左足、右足の前ヘステップ (CtS.4)右 足右ヘステップ
(cts 5)左 足、右足の前ヘステップ(CtS.6,7)

6   小節 5の (CtS l,2)を 行う(CtS.1,2)右 、左、右とその場でリープ (Cts.3,4:5,6,7)

7-8  小節 5～ 6を逆足より行う

9-12 小節 5～ 8を <り かえす

* 各パート共、最後は左足のステップで終わつているので
くりかえす時と、次のパートヘ移る時は、左足のホップから
入る。
構成は、リーダーのサインによる。

|_



9/!6  P♪ P♪ (1234)    前奏81卜寄
薇膚 (F、 1■5)X2■晏ひ6   終く違手しTさうづソま1■■オヽマbサ _クo

ダイチョボ   左足ホップ(1)右、左、右とステップ(2-4)
次は逆足より行う

FIG-1

1-8   その場でダイチョボ8回踏む。連手はカウント 12で前、 3.4で後に振り続ける。

FIG-2

1-4   ダイチョボ4回で右まわりにサークルをえがく。連手は小節 1.2で肩の高さでリ
ズムに合わせ上下に細かく振り、 34で Figl同様前後に振る。

5-8   1-4を <り かえす。
9-16  同様に左まわりに 2回サークルをえがく。

FIG-3

1-4   その場でダイチョボ4回踏む。
5    連手肩の高さで、左足ホップ(1)右足ボールでスタンプ(2)左足ホップ (3)右足

ヒールでスタンプ(4)。
6    その場て夕・イチョボを踏む。
7-8   5-6を 逆足でくりかえす。
9-12  1-4を くりかえす。
13   連手肩の高さで右足より低くシザーズ 3回 (1-3)左足前ヘタップ (1)
14   13を 逆足で行う。
15-16  13-14を くりかえす。
17-20  1-4を くりかえす。
21   連手肩の高さで、左足ホップ(1)右足を左足の前、下方ヘキック(2)左足ホップ

(3)右足その場にステップは)
22   21を 逆足より行う。
23-24  21-22を くりかえす。

FIG-4

1-16  「ig2を くりかえす。

FIG-5

1-3   連手肩の高さに上げ、右足リァドで/1ヽ さく12歩前へ進む。
4    右足を右横に小さく膝じめて上げ(1)右足を左足に閉してステップ(2)逆足より

同様に行う(31)。
5-8   ダイチョボ4回で後退。
9-16  1-8を くりかえす。

FIG-6

1-16  やや右を向き、ダイチョボ 16回で右へ進む。連手は Flgl同様に振る。
17    円心を向き、右足を前ヘアクセントをつけステップ(1)左足小さく右ヘステップ

(2)右足後ヘステップ(3)左足小さく右ヘステップ (1)。
18-24  17を くりかえし右へ進む。

Sever
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1。 felhe

Rhytllll       i    2/4

bsithi銀   :  Vホ ール ド

リーダー右端の男女交互のオープンサークル。全員円心向き。時の人と

扇が触れ合うほどの間隔で低く連専。

Fig l

l～2  右足を右横にステップ(Ctl)、 左足を右足にクローズ(CtS卜 .2)

右足を右横にステップ(ct卜 )、 左足を右足にクローズ (Ct3)

右足を/C~横にステップ(ct卜 )、 左足を右足にクローズ(Cts4.卜 )

以上、合計 12回行いながら入場する。

ただし、舞台 及び会場で、この隊形ができている場合は初めの 2′』ヽ節で右欄』

次の2小節で左償』に行い、これを繰り返す。

Fig 2

1～2  全員LODを向き、右足よリランニングステップ3/1・で聴な進 (1と 2)

右足ホップ(Ct卜 )逆足で繰り返す。左足よリランニングステップ3歩

で前進 (cts3卜 4)左足ホップ(Ct卜 ) ホップする時、浮いている足は

床からあまり難さず、体の下で軽く保たれ足の裏は床と平行ぐらい。

3～8  1～ 2を さらに 3 EEEl行 う。

合計 8回のランニングステップで最初のオープンサークルから

クローズドサークルになる



Sむ「bian i4edlev:l
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Srbija

セルビアン 'メ ドレーは,ユーゴスラヴイアの国立舞踊団 "Kolo″ の代表的なし′パートリーの
1つである.ilA付け『まアンサンブルF_i‐葺

`立

者であり,かつデイレクターである 01ga skOvran氏 に,
音楽的郵色は Li H.30s』 akoVic氏による.

ここに紹介する踊り方はかつて来日 L″ たブランコ タルスマノヴイチ学生舞踊団により紹介された

ものである。日本FD界では,早大OBである故 二村征司氏により1964年 全日本夏の大会にて
デモンストレーションとして,こ の中から数曲を取上げられたのが最初であり,セルビアンメドレー
髯1と して全曲取上げられためは,同年秋の早稲田祭が最初である。以後,広 くFD伸間に知られる
ようになった。

この曲 :ま 、以下の 3つ の緊りから情成されている.

1. Jelko (イ ェルケ)
2.PoskOk(ポ スコク)〔 Haid PoVedi〕
3.TimOmo(テ ィモモ )

4.∋ jurご jevka(ジ ェルジェプカ )
5. Igrale Se Delije(イ グラン セ デリェ )

6,こ aCak K010(チ ャチャック コロー)
7.Se‐ stOrka (シ ェストルカ)
8。 Moravac  (モ ラブヽッツ )

Record:Kolo Festival LP1019

与e rirl l■ ._li lJJコ J」生L」



2,Poskok
[Haid Povedi]

Rhythm:2/4拍子
Position:男:女交互のクローズドサークル 全員円心を向き低く連1手する

小 ,節          Fig.1‐
1-2  円心右斜め前に右足ステツプ,ホ ップ (ctS.1,と )左足ステップ,ホ ツプ (cts.2,と )右
斜め後ろに右‐,左 ,右 と後退 {cts,3,と ,4)最後は右足ホップ (Ct.と )こ のステップを踏
みながら腕|がつく,す

.な
わち ct.1の ときに全員腕を肩の高さまでサッと振り上げ,方向を

変‐えて後退する時 ctS_3,4で徐々に降ろし ct,と の時は完全に下に降りている.

小 節

5-3  小節 1～ 4に同じ

Fig‐ 2
1‐2  LODヘ ランニングステツプ3歩で前進 (cts.1,と ,2)右足ホップ (ct,と )左足よリラ
ンニングステツプ3歩で前進 (‐ cts.3,と ―,4)左足ホップ (Ct,と )

3‐4  以上,さ らに1回行い最後のホツプでCcWに回転してR‐ LODを向く
5■8  小節1～ 4を RLODへ行う 最後は左足のホツプでCWに回転して円心を向く

以上,Fig.1,Fig.2を 合計2回行う。2回 目のFig.2の最後は,左 ,右 ,左 とス
テツプし,最後に右足を左足にクローズし (体重‐をかけない)円心を向く



3:Timomo

Rhyth■ :3//4拍子
Position:男 女交互のクローズ ドサークル 全員円心を向き連手 し,              ・

肩の高さまでひじを伸ばして上げる

/Jヽ 節         Fig.1
14  やや右を向き 右側へ右足ステップ (Ct.1)左 足ステップ (ct.2)右 足右横ヘステップ
(ct.3)こ の時 ,体は円心を向く 左足を右足のそばやや前ヘタッチ (ct.4)左足を左横に

ステップ (Ct.5)右足タッチ (Ct.6)右足を右横にステップ (ct,7)左 足タッチ (ct_8)

[左足をタッチする時は こころもち左倶Jを向き,右足をタッチする時は こころもち右側を

向くようにする ]

58  以上を左足より元の位置に戻るように行う
916  小節 1～ 8に同 じ
以上のステップは,膝のやわらかい動きを伴う.弾力性のあるものである .

_    Fig.2

1  連手を下げて 右横に右足を軽 く短いリープ気味にステップ (ct.1)こ の時,右膝は曲つて
いる 右足をライズし空中で左足を右足に引きつける (Ct.と )両 足でバウンス 2回

(cts.2,と )

[以下 ,こ のパターンを「ステップ・バウンス・バウンス」と記す ]

2-4  以上を右へさらに 3回行う
5-8  小節 1～ 4を左足より左へ行う

以上,Fig.1,Fig.2を 合計 2回行う



■. Dur● evha

露llyth田     :  3/4

Positi銀  : 男女交互のクローズ ドサークル

円心向きで低 く連手

Fig l

l  右足を左足の前に交差 してステップ (ctl), この時 左足わずかに

床から議す。左足に重心を戻すよつにステップ (ct2),ホ ール ド (ct3)

この時 右足をまわすように左足の後ろにもってくる。

2  右足を左足の後ろに交差してステ ソヽプ (Ctl)、 この時 充足をわずかに

床から離す。左足に重心を戻すようにステップ (Ct2),ホ ール ド (Ct3)

この時 右足をまわすように左足の前にもってくる。

3  小節 1に 同じ。

4  右足を右横にステップ (ctl)右足ホップし 左足を右足の前にステップ

(ct2)ホ ール ド (Ct3)

5～8 小節 1～ 4を左足から行 う。

9～12 ノ1ヽ節 1～ 4に同じ。

13 連手をとき、女性のみ 円心右斜め方向に 左足を右足の前に交差 して

ステップ (ctl,2)、 右足を左足にクローズ (ct3)

14～ 16 小節 13を さらに3回行い、女性のみのクローズ ドサータルをつくる。

彗 これ以後 男性は歌をうたいながら 女性の踊 りを円外で見守る。



Fig 2

1～ 16 Fig lの 1～ 8を 2回行い、RLOD向 きで終わる。

Fig 3

l  LODへ 右足 を後退 してステ ップ (Ctl), さ らに 1,ODへ 後退 (CtS2.3)

2  LODへ 右足を後退 してステップ (ctl).こ の時 円心を向く。

3  右足を右横ヘステップ (Ctl),左足を右馬の後ろにステップ (cts2_3)

4  右足を右横にステップ (Ctl),右足に体重を置いたまま 左足をLOD

方向へ軽 くスウィングぎみにあげて ホール ド

5  左足を右足の前に交差してステップ (Ctl),右足右横にステップ

(cts2.3)

6  左足を右尾の後ろにステップ (ctl),右足を右横にステップ (CtS2.3)

7  左足を右足の前にステップ (ctl),右足を右横にステップ (cts2_3)

8  左足を右足の後ろにステップ (ctl),こ の時、RLODを 向いている。

この姿勢で 左足に体重を置いたまま、右足を軽 くステップぎみにあげて

ホール ド (cts2_3)

9～16 1～ 8に同じ。

Fig 4

卜36 Fig l,Fig 2を さらに 1回ずつ行う。 女性は最後の左足に体重を

置いたまま、右足をあげたポーズで円心を向いて終わる。

終わるとすぐ 男性が女性の間にはいつて男女交互のクローズ ドサ
ークル

になる。
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Rhythm:2//4拍 子
Position:男女別の 3～ 5人の短いライン 左手上のベル ト・ホール ドになる

小 節 Fig,1 (Jedan)

1-2  円心向きで右足から右へ横 ,後 ,横 ,後 とステップして倶1進 (cts.1,2,3,4)
3-4  その場で右足ステップ,バウンス (CtS.1,2)左 足ステップ,バ ウンス (CtS 3,4)こ の時

あいた足は軽く膝を曲げて前に上げる

小 節

5-6  右足を前に強 くスタンプするようにステップし,左足は膝を曲げももが水平になるくらい上
げる (Ct.1)ホ ール ド (Ct.2)左 ,右 と小さく後退 (cts、 .3,4)

7  左 ,右 ,左 とスリーステップを踏む (cts.1)と ,2)
810  小節 5～ 7に同 じ

Fig.2 (Dva)
12  やゃ右を向き 右足よリランニングツーステップ 2回 でLODへ 進む (cts.1,と ,2,3,と ,4)
3-5  円心を向き その場で右足からスリニステップを 3回踏む (cts l,と ,2,3,と ,4,5,と ,6)
6  やや左を向き 左 ,右 と小さなリープ 2回でRLODへ 進む (cts l,2)
7-8  円心を向き その場で左足からスリーステップを 2回踏む (cts.1,と ,2,3)と ,4)
9  小節 6に同 じ
10  円心を向き 左足からスリーステップを 1回踏む (cts.1,と ,2)

Fig.3 (Tri)
1-2  Fig.1の 小節 1～ 2に同じ
34  円心に右足ステップ (ct.1)右 足ホップすると同時に腰を鋭 く右にひねる (ct.2)左 足で
同様にステップ,ホ ップし わずかに前進 (cts.3,と ,4)

5  右足を円心に強くステップし左足を膝を曲げて高く鋭く上げる (Ct.1)ホールド (Ct.2)
67  左足よリランニングステップ4歩で後退 (cts.1,2,3,4)
8  左足よリスリーステップを1回踏む (cts.1,と ,2)

以上 各 Figを 2回ずつ合計4回ずつ行い,最後はFig.1で 終わる



7,Sestorka

Rhyth■ :2/4拍子
商sitiOn:男性は こaと ak Koloと 同じ 女性は周りで見ている

小 節          Fig.l oj Lele Stara Planino
14  右足を右横にステツプ (CtS.1-2)左 足を右足の前にステップ (cts.3-4)右 足を右横にス
テップ (cts.5-6)左 足を右足の後ろにステップ (cts.78)こ の時 ,ス テップに合せて顔

と体がつく すなわち CtS.1-2の時 円心,cts.34の時 LOD,cts.5-6の 時 円心 ,

cts.7-8の 時 RLODと いう具合にスムーズに 1つ の運動を行う
5-16 以上をさらに3回行う

最後は,軽 く上体を円心に折り,手をやや円心に入れたポーズをとる 顔はLOD方 向 5m

位先を見るくらいで精憚な表情をする.

小 節

1-4

Fig.2
Fig.1の 最後のポーズから右足を右横にステップ (ct.1)左 足を右足の前にステップ
(ct.2)こ の時,足は大きく円心の方からまわしてもつてくるように,つ まり伸びたままの

感 じで大胆にもつてくる [これはドローではない はつきりとしたサイ ドステップの一種 ]

右 ,左 ,右〕左とステップを続け (Cts.3,4,5,6)右 足をステップし体重をのせる (Ct.7)す

ぐ左足の方に体重をもどす (Ct.8)[こ れはちょうどバスケットボールのフェイントの動作

に似ている]CtS.7,8の 時 "イ ッハッ"と かけ声をかける

Fig.3
右足をその場でステップ (Ct.1)左足を右足の前に交差してステップ (ct.2)右足その場

でステップ (Ct_3)右 足ホップ (Ct.4)反対の足は膝のところで曲げ,も もが水平になる

まで上げる

左足その場でステップ (ct.1)右足を左足の前に交差してステップ (ct.2)左足その場で

ステップ (Ct.3)右足を左足の後ろに交差してステップ (Ct.4)左足その場にステップ

(ct.5)右 足を左足の前にクロスしてステップ (ct.6)左足その場にステップ (ct.7)左

1-2

足ホップ(Ct.8)反 対の足を上げる

7-8  小節 1～ 2に同 じ
9-10 小節 1～ 2を逆足より反対方向に行う

※ 曲の構成は ,最初のみ Fig.1,2,2,3と 行い,以降Fig.2と 3を交互に踊る .

最後は,Fig.2の サイドステップで終わる.ま た,こ の踊 りは,1,3,5と 奇数の
回数で音楽 と踊 りが合う。
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六、削 OFavac

Xorttacは 通常多くのパターンがあるが、SeFbian ttedley率
lでは以下 8つの

パターンがある

1.Halde(ハ ィデ)2.Sitno(シ トノ) 3.こujes(チ ュイエッシュ)

4.逓oravac(or Cetriチ ェトリ) 5。 Sedam(セ ダン )

6.Se山国vaFiation  7.髄 atray〔 ナットライ)3.【ray(ク ライ)

Rhyth劉    :   2/4  オ白角許

Positim : 男女交互のオープンサークル.全員円外向き。男性は

両親指をサッシュ(又はベル ト)にかけ、女性は男性の肘

に繭肘をかける。

Fig l(Hajde)

1～4 わずかに右を向き、右左と右ヘステップ(ctsi.2)円心を向き右足を

その場でやや右にステップ(ct3)嬢を経 のそばにタッチ(ct4)同様

に左足よリステップ タツチ(cts5.6)右足よリステップ タッチ(ctS7.8)

(こ の時のタッチは足の裏全体でクローズぎみ)

5～8 小節 1～ 4を左足より左に行う。

9～16 小節 l～ 8と 同じ。

Fig 2 (Sitno)

1～2 円心向きで右足より右ヘ ステップ ノヾウンス バウンス2回側進(CtSl.2.

3.4)

3  円心向きで左足より左ヘ ステップ バウンス バウンス 1回 ″ (CtS5.6)
″       l Lrl″ (CtS7.8)4    ″  右足より右へ

5～8 1～ 4を左足より左へ行う

9～16 1～ 8と 同じ

Fig 3 (こ むjes)

1  わずかに右を向き右足をLODヘステップ(Ctl)右足を軽くホップ(Ct2)

左足を右足の前に交差してステップ(Ct卜 )

1-―



2  右足を右側に軽くリープ気味のステププ(ctl)〔 この時右ひぎは自がっ

ている)右 足をライズして空中で左足を右足の前に交差 してもってくる

(ct卜 )左 足を交差 したまま繭足でバウンス 2回

3  ノ1ヽ節 2を左足から左へ行 う。

4    ″ と同じ。

5～8 小節 1～ 4を左足から左へ行 う。

9～16 ″ 1～ 8と 同じ

Fig 4(Morvac orこ etri)
1  円′い向きで右足右横ヘステップ(Ctl)左足を右足に後ろにステップ(ct卜 )

″             (ct2)           ″            (Ct卜 )

2                ″             (ctl)           ″            (Ct卜 )

″    その場   ″ (ct2)ホ ール ド

3  小節 2を左足から行 う

4      ″   と同じ

5～8 小節 1～ 4を左足より左へ行う

9～16 小節 1～ 8と 同じ

Fig 5 (S e d aln)

1～2 円碁向きで右足右横ヘステップ(Ctl)左足を右足の後ろにステップ(ct卜 )
″              (ct2)      ″     甫な     ″      (Ct卜 )

″        (ct3)   ″   1後ろ  ″   (Ct卜 )
″      (ct4)ホ ール ド (ct卜 )

3  左足を左横にステップ(Ctl)右足を左足の後ろにステップ(ct卜 )

左足をその場でステップ(Ct2)ホ ール ド(ct卜 ) (ステップははつきり

と踏む)

4  小節 3を右足より右へ行 う

5～8 小節 1～ 4を左足より左へ行う

9～16 ノ1ヽ節 1～ 8と 同じ

-2-



Fig 6 (Sedam Variation)

l  Fig 5の 増ヽ節 1と 同じ (ctSl卜 2卜 )

2～4 右足を右横にステップ(ct3)左足を右足の後ろにステップ(ct卜 )
″     と同時に左足を右足に近づける(ct4)

右足を軽くバウンスし、この時、左足を自然に右足の後ろにもってくる

(ct5)左足を右足の後ろにステップ(ct卜 ) さらに(cts4.5卜 )の動作を

1回行い(cts6.7卜 )右足を右横にステップ(ct8)

5～8 小節 1～ 4を左足より左へ行う
9～16 小節 1～ 8と 同じ

Fig 7(Natray)

Fig 6が終わったらすぐにVホ ール ドになる(Fig 8も ホール ド)

1～2 RLODへ 体を向ける。この隊形でLODへ右足より7歩後退

(ctsl卜 2卜 3卜 4)ホ ール ド(ct卜 )

3  左足ステップと同時にLODを向いてさらに右左とステップ(5卜 6)

4 右足    ″   RLOD      左右     (7卜 8)

5～6 LODを 向いた隊形でRLODへ 左足より7歩後退 (ctsl卜 2卜 8卜 4)

ホール ド(ct卜 )

7  小節 4と 同じ

8  ノ」弩奪3と 同じ

9餃16 ノ1ヽ節 1～ 8と 同じ

Fig 8(Kraj)

タタン タタン のリズムで行う

1  円フらを向き LODへ右足右横ヘステップ (夕 )  左足を右足の前に

ステップ(タ ン)さ らに右足右横ヘステップ (夕 )左足を右足の後ろに

ステップ(タ ン)

2  小節 1に同じ

3  円心を向いて止まり 左足その場でステップ (ctl)右足を左足の前に

ステップ(ct卜 )左足にもどしてステップ(ct2)ホ ールド(ct卜 )

-3-



4  右足をその場‐でステップ(ctl)左足を右足―の前にステップ(ct卜 )
左建にステップバック(ct2)

5哺 小節 1～ 4を左足から左へ行う
9116小節 1～ 8と同じ

注意点

0 何よりもお互いの気持ち―を合わせること !
女性は麟レ肘に力をいれ拳―ルドが蒻れないようにする。

両サイドの人は少し内側に入‐るような気持ちで動くこと i

(U字が平らになりやすい)

RI.ODへの動きが小きくなりやすいので、気をつけること !

同じ大きさのステップを保つこと !

セルビアの踊りは全般的:こ膝
―を柔らかく使い自然な動きを心掛けるこ

―と

-4-
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I誇乏毒発酢I藤詐;鰹::率:1じιlふJ堀
SOurCe   Yves MOreall       _
Rhythm   2/4拍

子
RecOrd   BalkantOn BHA-734(前

奏なし)POsition 左手上のベルト‐ホールドで短めのライン
(Original source:Peter Grigorov:

7Jゞ窮

l

Fig。  1

ソフィアのアマチェア・ダ

ンス・グループのメンバー

膝を曲げて前に上

にt.2)、 右足でバ

曲げて鋭く左足の前

LODへ、左足リフトと同時に右足を前にヒール‐タッチ et。 1)、 右足そのまま体
重をおいてステップ前進CL。 と)左足ステップ前進 et.υ 。
右、左と2歩ステップ前進 ets.1:a`
左足ホップと同時に右ヒールを前にタッチ tt.1)、 左足更にホップと同時に右足を
左足前に少じクロスするように戻す et.2).
■足ホップ et.1)、 右足前にステップet。 と)、 左足その前にステップ たt_2)^
円心を向き、両足揃えてジャンプ にt.1)、 右足ホップと同時は 膝をllLげて右
足の前、捨ってきて右斜め下ヘキック ct.2).             ・
右足ホップ et.1〕 、左足左ヘステップにt,と〕、右足その前ヘクロスしてステップ
し、両甦をベントして腰をおとす eιoυ 。

7    両足でバネのように踏み切って体を浮かす
lt‐ ah)、 右足ホップ にし。1)、 左足左ヘ

ステップにt,と )、 右足その後ろヘステップ tt_か 。8    左足、右足に閉じて両足でバウンスを3回行う力ヽ 最後に右足を浮かせるets。 1と2.
9～ 16  小節1～ 8を縁り返す。

２

３

　

　

４

５

Fig. 2
1    円心向きのまま、右足少し大きめに前ヘステップ にし。1)、 風

げるCt.と)、 右鷺 ウゞンスと同時に左足ボールのそばにタッチ
ウンスすると同時に左足は素早く上げるCt。 と)。

2    小節 1を逆避から緩り動 。にお.1と 2と )
3～ 4 ′ 小節 1～ 2をもう1回繰り返すが最後のカウント (と)で右漁

5 その場で提 リープして拡 歯

II講 乳 ri~プ
に持っ3く にゅ 、左

;基輔
=盤
■」断乳〕複11漁iザ

にt.2)。

8     Fig。  17D/J聯 8と同晩
9～ 16  Fig. 2の小節1～ 8をもう1回繰り返す。                ・」
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Caballito BlancO
キャバリート ブラン7  ・

1 鵜イ
lを IIダ :軍ti■、ムFi誌 111単

語で

`Lい

子馬」の↓味̀ メキシヨの詢1リ
イスパニアの支配下で 一方メキシヨが

1529年 から 300年 儡|イ スパニア領であった史突が興味深い.           1

1ボル トブルのファード・プランキータ (Fこ d03143Quit■ )の山を利用して キャバリー ト

人ヽ ブランコが踊られた。 メキシヨではキャバリート{二は「おじめ」という意味がある。
ポル トガル語のプランキータとスベイン語のプランコは同意語であり「白」という意味

II  を持っている。            ‐
・
=棄
:4/41白子 前奏 8D子問

事澤 :CouplCS in a linc 女子は男子の11で左手を上に
'Iみ

男子は後ろから両手をとる.

′
Iヽ節    IntroductiOn        .  l
ll 男子は右手を引き女子に回転の動康を与え女子は右だより6回でCWにまわりなが
ら一直線に進み6～ 8fcct離れて男子と向かい合い 右足よリスタンプ3回 ガミールド

11白 。
工 1 男女共 左■より右肩すれ逮いで位置交1負    ._

(Slow,S,Quick・ Q,S)X2

Vュ贅p 男子は・      ‐   1'き 5回 うち 両手で2回打ちあう 女子はス
カートを持ったまま右足ステフアと同時に左足ポイント左足ステップ右足ポイント

雛
一，■
■
・Ｉ
●
¨

lt  '

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

一

回
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　

．

３

ホ
　
　
　
　
　
　
　
の

プ

＜

　

　

　

　

　

　

子

ン

プ
　
　
　
　
　
　
　
　
女
一　
　
　
　
　
ヽ

タ
　
ツ
　
　
　
　

つヽ
　
　
は
　
　
　
　
　
、　
　
　
・

ス

ホ
　
　
　
　
ム
ロ
　
　
一丁

］″　　　聯　〕　　　　　・
・
　

　

　

　

る

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一民

し

　

　

　

に

、，２回”
・
嗜　　卿

ｔｃ

Ⅲ

　

　

　

．ヽ　
　
　
　
最

．

Ｓ
　
。
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
て

お
　
しｒ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
し

Ｆ

Ｏ

　

　

　

　

■
‐

　

　

　

　

Ｄ

ｌ

・

∝
　
叩
　
　
　
　
Ｆｉ
　
　
　
　
Ｓ

Ｌ
Ｉｌ
　
　
ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

Ｓ

　

Ｖ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

り

に

―

、

／
１

√

で

】中いこｄｏＳｔｃｐｕｒｎｏｐＳｔｃｐ換ｏｐＳＬｃｐいよ

勢碑・凛投一碑一「躍“一　騨・一・““Ｊｕコｐ‐‐施「「証

「
ぃ］
Ｌ
ァ一　
ボ
■
一糾
臨
腱



‥

一一一一一一

Ending

introと Fi8‐ 1をくり返す ′.    1. …
Fi3‐ 1のⅥ DO Sa Doを した後 男女共 拍手し左手同士と

ポーズ

しOn8 Fュ dO Stcp                            .

右足を右ヘステップ・ホップ (cts.1.2)左足を右足の前ヘステップ・ホップ (cts.3.4)

この時体は外向きで 視線は左肩越しに相手うぇを見る。 な足を元の位置にステッフ・・ホッ
テヽ・ップ・ホップ (ct:.3=4)若足を左足の前ヘステップ・ホヮプ (cts,1,2)左足を左ヘヌ

〕きで右肩越しに相手■議を見ち・元の位置ヘステップ・ホッフ″プ (cts.1,2)この時も外F

(cts.3.4)

ネ Short Fこ do Stcp 
・
(ホ ップの浮き足は必ず軸足の後ろに)

者足を右斜め前ヘステップ・ホッフ
゜
(と tsil,2)

左足を吉斜め前へ前かがみにステップ・ホップ (cts.3:4)●

安がらステップ・ホップ_(ctsil.′ 2)右足を元の位置に体を起こし7       _ 
ギ

『左足を元の位置にステップ・ホップ _(cts.3,4)_.

若足を左斜めltヘステッア・ホップ(1年かがみ)(cts.112)

左足を元の位置に体を起こしながらステップ・ホップ (。 Ls.3,4)

右足よリスタンプ3回 (ctSI12.3)ホ ールド (c Ls.4)

りあつて右手を後らに仲肝ι
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